
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

一

三

六

号

法
務
省
の
任
務
に
お
け
る
人
権
の
範
囲
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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法
務
省
の
任
務
に
お
け
る
人
権
の
範
囲
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

先
般
提
出
し
た
「
法
務
省
の
任
務
に
お
け
る
人
権
の
範
囲
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
一
〇
五
号
）
に
対
す
る
答
弁

書
（
内
閣
衆
質
一
九
二
第
一
〇
五
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
た
め
、
改
め
て
以
下
の
と
お
り

質
問
す
る
。

一

答
弁
書
で
は
、
「
お
尋
ね
の
「
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
権
利
や
参
政
権
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
政
府
の
考
え
る
「
政
治
に
参
加
す
る
権
利
」

「
参
政
権
」
の
定
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

二

参
政
権
と
は
、
「
基
本
的
人
権
の
一
つ
で
、
具
体
的
に
は
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、
公
務
員
に
な
る
権
利
・
公
務
員
を
罷

免
す
る
権
利
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
が
、
選
挙
権
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
」
（
「
法
律
用
語
辞
典
第
五
版
」
、
有
斐
閣
）
、

「
政
治
に
参
加
す
る
権
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
の
存
在
を
前
提
に
し
た
権
利
で
・
・
・
参
政
権
の
典
型
的
な
も
の
は
、

選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
で
あ
る
」
（
「
新
版
体
系
憲
法
事
典
」
、
青
林
書
院
）
、
「
国
民
が
主
権
者
と
し
て
、
直
接
ま
た
は

代
表
者
を
通
じ
て
国
の
政
治
に
参
加
す
る
権
利
。
参
政
権
に
は
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、
国
民
投
票
権
な
ど
が
あ
る
」

（
「
憲
法
辞
典
」
、
三
省
堂
）
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
参
政
権
は
、
法
務
省
設
置
法
第
三
条

一



第
一
項
で
い
う
「
法
務
省
の
任
務
」
の
中
の
「
国
民
の
権
利
」
に
含
ま
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

右
の
問
で
例
示
し
た
「
参
政
権
」
は
、
法
務
省
設
置
法
第
三
条
第
一
項
で
い
う
「
法
務
省
は
、
基
本
法
制
の
維
持
及
び
整

備
、
法
秩
序
の
維
持
、
国
民
の
権
利
擁
護
、
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
争
訟
の
統
一
的
か
つ
適
正
な
処
理
並
び
に
出
入
国
の

公
正
な
管
理
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
る
「
任
務
」
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


